

















































The development of the Social Governance and The Community Welfare
A consideration about the future of a community welfare
Hiroyuki Naito （Shinshu Junior College）
Abstract: In recent years, we often hear the word “social governance”. I would like to consider the fi eld of the community welfare 
from the viewpoint of social governance. Today the keywords of the social welfare reform are “diversification of the service 
system”, “participation of the community people”, “the decentralization”, “community welfare”, etc. So I think that we need to 
construct the system of social governance. However, as compared with the West, the Japanese citizen's power is weak. We have to 
make a strong community by developing social governance. And we will get the substantial community welfare.



































































































































































































































































































































































21年 1 月 「岩村田寺子屋塾」オープン
22年 2 月 「子育てお助け村」事業開始
22年 9 月 子ども見守りサービス開始






























































































［受理 23年 12月 19日］
【脚　注】
1）　1891年（明治 24年）アメリカ人宣教師アリス・
ぺティー・アダムスが岡山の花畑地区の子供たちと
クリスマス会を持ち、日本学校を開始した。これが
日本最初のセツルメントであった。現在は、アダム
スの理念を継承し、社会福祉法人岡山博愛会として、
医療施設、介護老人保健施設、保育園などを展開し
ている。
2）　1897年（明治 30年）アメリカのセツルメント運
動に共感した片山潜らが、帰国後に神田区三崎町の
自宅を改造し、キリスト教社会事業の拠点として設
立したのがキングスレー・ホールである。設立目的
は市民の幸福増進と社会の実態研究。幼稚園・職工
教育会・青年クラブ・日曜礼拝などを行う。
3）　隣保組織、隣保事業とは、貧困・差別などにより
劣悪な問題を抱えるとされる地域（スラム）におい
て、専門知識をもつ者（大学の教員や学生など）が
常駐し、地域住人に対して援助を行う社会福祉施設。
いわゆるセツルメント活動を指す。
4）　浄土宗の僧侶長谷川良信が 1918年（大正 7）に西
巣鴨のスラムでセツルメント活動を開始した。翌年
に開設したその拠点がマハヤナ学園である。「マハヤ
ナ」とは、大きな乗り物といった意味。
5）　20歳の頃から神戸でセツルメント活動を始める。
1920年小説『死線を越えて』がベストセラーとなり、
その名が世に知られる。同年に労働者の生活安定を
目的として神戸購買組合（灘神戸生協）を設立。戦
後は東久邇宮内閣参与や貴族院議員を務め、日本社
会党の結成にも参画した社会事業家。
6）　現在日本では、コミュニティ・オーガニゼーショ
ンは、社会福祉援助技術の中の間接援助技術の方法
のひとつと理解されている。その源流はアメリカで
社会事業委員会に提出されたレイン報告にさかのぼ
る。何らかの問題に直面している人がおり、その問
題が個人にとどまらず地域全体の問題と考えられる
場合、地域住民自身が地域ぐるみでその問題を解決
することが出来るようにソーシャルワーカーが援助
していく。
7）　神野直彦、澤井 安勇『ソーシャル・ガバナンス 新
しい分権・市民社会の構図』総合研究開発機構研究
会 東洋経済新報社 （2004年）
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